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はしがき

自然科学や工学、社会科学の広い分野における複雑現象は離散時間ある

いは連続時間の力学系で記述されることが多い。自然界や実社会にランダム

項やノイズが多く存在するため、近年、（1)ランダム項が加わった系（ランダ

ムカ学系） （2）不定外力が加わった非自励系、 (3)多価写像の力学系（写像半
群、反復関数系等）の研究が盛んになってきた。これら 3つの話題は互いに

関連がある。 (1)(2) (3)においては、雑音誘起秩序、雑音誘起カオスなど決定
論的な系とは異なる興味深い現象が数多く観察されているが、そのメカニズ

ムは明らかになっていないところが多い。また、ランダムカ学系や非自励系

力学系における分岐現象を、対応する多価写像力学系の分岐から解析する、
という手法が有効であることがわかってきて、ランダムカ学系の分岐現象の

メカニズムの解明や、決定論的力学系の分岐現象と異なる現象の発見などが

期待されている。さらに現在、応用系において (1)(2)(3)を用いてのモデリン
グやシミュレーションを行う研究例が非常に多くなってきており、理論、応
用両者の連携も見られつつある。また、ランダム項を付加したニュートン法

などの、ランダムカ学系理論の具体的応用も見つかりはじめ、新しい方向の

研究が始まっている。さらに近年の位置依存確率によるランダムカ学系理論
や、マルコフ的ランダムカ学系理論は新しい大きな理論体系になりつつある。

その一方で、多価写像による力学系が上記に関連しており、近年、その重
要性が認識されはじめている。その中でも特に、反復関数系と言われている

システムはフラクタル幾何学の枠組みで数十年に渡って研究がなされてきて

いる。また、力学系において自然にフラクタル図形が現れるように、ランダ

ムカ学系においてもフラクタル図形は現れ、かつ決定論的力学系においてと
は異なる重要な文脈においてフラクタル図形とフラクタル幾何学が重要な意

味を持つことが近年明らかになってきた。そのため、ランダムカ学系理論と
多価写像力学系、反復関数系の包括的な研究の重要性を感じることとなった。

本研究集会では 2021年8月30日から 9月3日の 5日間にかけて、上記の

様々な目的のもとに多くの分野から研究者が集まり、 16のオンライン講演が
行われ、活発な議論と有益な意見交換がなされた。

本研究集会の開催にあたっての数理解析研究所の共同利用掛をはじめと

する事務スタッフの皆様の支援に心より感謝申し上げたい。
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